ニュースのワイヤー送信やウェブサイト掲載を始めとするメディア使用の解禁日：
日本時間2002年8月22日（木）午前2時
（新聞は同日朝刊から解禁）
米国東部標準時間2002年8月21日（水）午後1時
[image: image1.wmf]
 The World Bank

	News Release No. 2003/37/S
	コンタクト：　ワシントン： Damian Milverton (202) 473-6735
携帯電話: (202) 288-9029

dmilverton@worldbank.org
Ana E. Luna (202) 473-2907

alunabarros@worldbank.org
Cynthia Case McMahon (TV/Radio) (202) 473-2243

ccase@worldbank.org
東京： 佐々木 仁美 +81-3-3597-6650

hsasaki@worldbank.org




解禁日ご協力のお願い
ニュースのワイヤー送信やウェブサイト掲載をはじめとするメディア使用の解禁日：

日本時間2002年8月22日（木）午前2時（新聞は同日朝刊から解禁）

米国東部標準時間2002年8月21日（水）午後1時
開発にはよりバランスのとれた
グローバルなアプローチが急務
 環境問題と社会秩序の混乱が貧困削減の

国際目標を脅かしていると世界開発報告書が警告
ワシントン、2002年8月21日 – 今後50年間で世界経済の規模は現在の4倍に達し、大幅な貧困削減を実現できる可能性があるが、そのためには、各国政府が、深刻な環境破壊と社会情勢の悪化という危機を回避するための対策を講じることが急務であると、この度発表された世界銀行の年刊報告書「世界開発報告2003 (World Development Report 2003: WDR 2003)」は指摘している。
今後50年ほどで、国内総生産（GDP）は140兆ドルに伸び、世界人口も現在の60億から90億に達する可能性がある。同報告書は、適切な政策と制度の整備を実施しなければ、社会への負担と環境への圧迫がこれまでの開発路線を脱線させ、貧困の増大、及び生活の質の低下につながりかねないと警告を発している。
来週、ヨハネスブルグで開催される「持続可能な開発に関する世界サミット」で、世界銀行は、将来の世代に多大な犠牲を強いることなく貧困を削減しつつ成長を図る上で、今必要とされている措置について、各国の首脳や閣僚、民間セクター及び市民団体の代表らに対し、合意に至るよう呼びかけることにしている。
過去数十年におよぶ不適切な政策と脆弱なガバナンスで、環境破壊、所得格差の増大、また、一部の諸国では社会秩序の混乱を招いた。その結果、極度の貧困層の増大、暴動の頻発、飢饉や内戦から逃れる難民の増加につながった。 

今日、貧しい人々の多くは、脆弱な自然資源に依存しながらかろうじて生活している。同様に、人々を結ぶ信頼の絆は、契約の締結や取引を可能にするなど、重要な経済的便益をもたらす社会資産であるが、社会情勢の悪化による弱体化や破壊が進みかねない状態にある。そのため、開発面の政策はこうした自然資源や社会資産の保護により的を絞る必要があると、同報告書は述べている。


同報告書は、これらの問題により適切に対応するには、地域、国家、及びグローバル・レベルで新たな協調体制を築く必要があると提唱している。開発の負担はより幅広く分担されるべきなのである。先進国は自国の市場をさらに開放し、途上国の農民の所得を低迷させている農業助成金を削減し、途上国への援助、医療品、新技術の流れを増大させなければならない。一方、途上国政府は、説明責任と透明性をさらに改善し、貧しい人々の借地権をはじめ、教育、ヘルスケアといった基礎サービスへのアクセスを確保しなければならない。
さらに同報告書は、今後数年間が、自然資源の効率利用、環境保護、貧困の大幅削減を徹底させるための投資パターンを形成する上で好機であると述べている。これに伴い、世銀は、2002年3月の国連開発資金会議で採択された盟約「モントレー･コンセンサス」や、アフリカ諸国首脳によるイニシアティブ「アフリカ開発のための新パートナーシップ」など、最近の成果に導いた精神を、持続可能な開発という世界規模の努力にも反映させるよう世界の首脳に呼びかけている。

「2015年までに貧困を半減するという国連のミレニアム開発目標を達成するには、低所得国は、1人当り3.6％のペースで成長する必要がありますが、この成長は、人類の将来が保全される方法で実現されなければなりません」と、イアン･ジョンソン世界銀行 環境・社会・持続可能な開発ネットワーク担当副総裁は述べている。「たとえミレニアム開発目標を2015年に達成したとしても、その結果、都市機能が麻痺し、水源が枯れはじめ、所得格差や紛争がさらに広がり、生活を支える農地が今よりもさらに縮小するような状況に陥るのであれば、それは、注意力を欠いた行動だったと言わねばなりません」。
今回発表された報告書では、持続可能な開発を保証する負担は、地域、国家、グローバル・レベルでその負担を分かち合わなければならいと強調している。

· 途上国 は、自国の資源を適切に管理する制度や機構の構築にあたり、参加型開発並びに民主主義の導入、包括的な施政、透明性を促進する必要がある。
· 先進国 は、援助の増額、途上国の債務削減、途上国の輸出業者への自国市場の開放に務めると共に、疾病防止、エネルギーの効率改善、農業生産性の向上に必要な技術移転を支援する必要がある。
· 市民社会 団体は、社会に散在する様々な利害を代表する声となり、公共機関、民間企業、非政府組織のパフォーマンスが正しいことを確認する独立組織として貢献する。
· 民間企業 は、自社の日常業務を継続するとともに、環境面、社会面の目標に向けて前進しながら、自社の利益の追及を促進することで貢献する。
· 
 「最貧困国の人々が、自国の資源を適切に管理し、生産性と所得を直ちに向上できるよう世界中の人々が行動を起こす必要があります。それは、これら諸国のコミュニティーにパワーを与え、数十年先の問題に取り組むための準備をすることにつながります。先進国は、途上国からの輸出品に自国の市場を開放するだけでなく、農産物の価格を下落させ、貧しい人々が競争原理に則って生産した農作物の市場参入を制限する農業助成金やその他の貿易上の障壁を撤廃することで、支援の第一歩を踏み出すことができます。」と、ニコラス･スターン世界銀行チーフ・エコノミスト兼上級副総裁は述べている。
同報告書は、2050年には世界人口が90億に達し、その後は今世紀末までに100億人前後で安定すると推測している。 
今世紀半ばには、世界人口の3分の2が都市に居住し、エネルギー、給水、住宅、教育に対して非常に大きな需要が発生することになる。 
それでも、こうした傾向にも前向きの面があると同報告書は指摘する。今後数十年にわたる人口増加で必要となるアパート、店舗、工場、道路といった資本財はまだ整備されていない。これらの資本財の構築について、規格の整備、効率の向上はもとより、より包括的な意思決定手段を用いることができれば、社会や環境への影響を抑制することができるかもしれない。

同様に、成長を下支えする自然資源の破壊や信頼といった重要な社会的価値を低下させずに、今後数十年間の経済の拡大・人口増加にうまく対処すれば、その後人口増加が減速するに際して、経済成長が、より容易に貧困の削減や、1人当り所得の増大が促進される。
「現在の生産体制と消費パターンでは、50年先の140兆ドルもの世界経済を持続することは到底できません。貧しい人々が参加の機会を与えられ、彼等の将来がそこなわれたり環境が破壊されないことを保証するためにも、まず先進国から大規模な変革を始めることが必要とされています」とスターンは述べている。
所得、識字率、衛生施設へのアクセスなど、過去20年にわたって獲得された社会指標が、人口増大の重圧や持続不可能な経済拡張で悪化に転ずるのを防ぐには、グローバルな視野で調整し、ローカル・レベルで行動を起こすことが重要になるであろう。 

「ヨハネスブルグの世界サミットの目標は 、開発活動から得た便益が環境と自然資源を損なわないよう、また、貧困者を除外することで社会的混乱を引き起こさないよう、透明で公正に機能する真にグローバルな協調体制をあらゆるセクターのパートナーと構築することです。貧しい人々の生活向上を図るには、水、エネルギー、保健、農業、生物多様性といった重要な公共資源のより適切な管理を計画する必要があります」とジョンソンは語る。
だが、それはたやすい作業ではない。先進国の中でも最も富裕な20ヵ国の平均所得はすでに最貧困国20ヵ国の所得の37倍にも及んでいる。世界中で13億もの人々が乾燥地や傾斜地、湿地、森林など、生活を支えることのできない脆弱な土地で暮している。先進国と貧困国の格差や、こうした脆弱な土地で暮す人々の数は、この40年間で倍増した。
世界各地の湿地帯のおよそ半分は、前世紀に姿を消した。今後30年間で水の利用は50％も急増すると見られているが、水資源は、環境汚染と気候変動でアフリカ、中東、南アジアを中心にすでにひっ迫しつつある。2025年には、世界人口の4分の3が沿岸部100キロ以内に集中すると予想され、沿岸地域の生態系に計り知れない重圧がかかることになる。
1950年代以降、作地、牧草地、森林、雑木林の総面積の23％を占める200万ヘクタール近い土地が世界各地で劣化したうえ、熱帯林も10年間に5％の割合で消滅している。 
また、陸生生物種の3分の1以上が地球全体のわずか1.4％に相当する生息地に追いやられている。
10年前にリオデジャネイロで開催された地球サミットでは、持続可能な開発の達成に必要な政策課題に対する認識が大いに高まったと、世銀は今回発表された「世界開発報告」の中で指摘している。それ以来、こうした政策の立案と実施のために、より効果的な地域、国家、グローバル・レベルの制度構築の必要性がますます明白となってきた点についても同報告書は述べている。
さらに本報告書は、こうした問題に対処する斬新かつ有望な世界各地の実例について記述したうえで、先進国と途上国がこうした努力を土台として、持続可能な開発を現実のものとし、貧しい人々が経済成長の一役を担えるようにする点も議論している。
「今後50年間に世界の人口は安定化の道をたどりはじめ、人類史上初めて人口の過半数が都市に住むことになるでしょう。長期的に考えながら迅速な行動を起こすことで、より包括的で持続可能な開発への道を切り開きつつ今後数十年に貧困の大幅削減を達成するために、この機会を大いに利用することができます」とズマラク･シャリジWDR 2003主席執筆者は述べている。




同報告書は、持続可能な開発には以下の点が不可欠であると提唱している。
· 途上国の所得と生産性の大幅な向上。
· 人口の都市集中化に伴う社会面、経済面、環境面における変化の管理。
· 脆弱な土地で暮す何億もの人々のニーズへの対応
· 扶養家族数の減少と人口増加のスピードの鈍化に見られる「人口統計学上の便益」の推進。
· 
· 世界経済の規模が140兆ドルに達するまでの道程において、ローカル及びグローバル・レベルで発生しうる社会・環境面の圧迫の回避。
開発途上国全体を見渡すと、新たな規則、組織、及びその他の制度上の改革が既に展開され、環境に好結果をもたらしている。メキシコ・シティーや中国の一部の都市では大気汚染が緩和されつつある。また、一部のわずかな諸国を除き、有鉛ガソリンは世界的に廃止された。さらに、衛生施設にアクセスできる低中所得国の国民の割合は、過去10年間に44％から52％へと増大した。

中国、モロッコ、カメルーンなど国情の異なる諸国でも、こうした問題の対応に民間セクターや市民団体をさらに関与させるなど、新しい制度上のアプローチを試みている。例えば、ブラジルの一部の地域では、貧しい人々が土地家屋の使用権を示す書類を取得できるようにし、風雨をかろうじてしのげる粗末な家に住む住民にも立ち退く必要のないという安心感を与えた。こうした権利を確保することで、貧しい人々でも自分の家屋や商売を改善するための投資を行えるようになった。
さらに最も重要なのは、今後数十年間の生活を形成する一連のプロセスの中で、貧しい人々が自らの意見を述べる機会を持てるようにしなければならないということである。貧しい人々が自らの資源を自らの手でコントロールできるパワーを与えられる一方、彼等の意見が反映されるよう包括的な協議の場で意思決定がなされる必要がある。

プレスの方は、オンライン・メディア・ブリーフィングセンター（OMBC）より、
下記ウェブサイト上で解禁前に報告書をご覧頂けます。
http://media.worldbank.org/secure/
OMBCへのパスワードをまだ取得されていないプレスの方は、

下記のウェブサイトよりご登録頂けます。

http://media.worldbank.org
解禁後、一般の方用に報告書と関連資料が下記のウェブサイトに掲載されます。記事にされる場合には、下記アドレスも掲載して頂きますよう、ご協力お願い申し上げます。

http://www.worldbank.org/wdr



Action on Agriculture農業面での措置





Developing countries depend on their agricultural sectors for around one quarter of their total output. However, farmers in these regions are faced with many hurdles to boosting their living standards in the years ahead.開発途上国では、総産品のおよそ4分の1を農業セクターが賄っている。だが、途上国の農民の生活水準を向上するには、今後も多数の障害を乗り越えなければならない。


Rich country subsidies depress agricultural prices and stifle opportunities for  exporters in the poorest countries.先進国で横行する農業助成金は、農産物の価格を下落させ、最貧困国の輸出業者の市場参入を阻害している。


PPoor roads, a scarcity of finance, a lack of access to  new ttechnologies, and growing  eenvironmental degradation also threaten the livelihoods of poor farmers in many parts of the world.粗悪な道路、資金不足、新技術へのアクセスの欠如、一段と進む環境悪化などもまた、世界各地の貧しい農民の生活を脅かしている。


To help the poorest in the developing world rapidly boost their incomes, the World Bank is urging rich countries to stop believes rich countries should end the practice of spending $1 billion a day on agricultural subsidies, to accelerate. They should also ease the encourage the transfer of new technologies, and to   provide more aid, particularly to Sub-Saharan Africa, which is struggling to raise agricultural productivity in the face of rapid population growth.途上国の最貧困者が速やかに素早く所得の向上を図れるよう、世界銀行は、先進国に対し、1日10億ドルに上る農業助成金を廃止し、新技術の移転を加速させるほか、人口急増を目の当たりまのあたりにして農業生産性の向上に苦闘するサハラ以南のアフリカ諸国を中心に対外援助をさらにもっと増額するよう呼びかけている。 ensure food production keeps pace with population growth.








Managing Water For All万民のための水資源管理





The World Commission on Water estimates that water use will jump 50 percent over the next 30 years.世界水委員会はによると、水の利用は今後30年間でに50％増大すると推定している。 


As much as half the world’s population-  largely in Africa, the Middle East and South Asia – will face severe water shortages by 2025.世界人口のおよそ半分（その大半はアフリカ、中近東、南アジア諸国）は、2025年までに深刻な水不足に直面する。


Effectively managing the world’s water resources and ensuring delivery to rapidly-growing urban areas, rural communities, and industries will increasingly require internationally coordinated efforts.世界の水資源を効果的に管理し、人口がの急上昇する都市や農村地域コミュニティー、工業地帯への給水を確保するには、国際的な協調作業が一段と重要性を増している。


Many developing countries will need to make sizeable investments in water infrastructure. In the past, inappropriate pricing policies have led to massive waste, and have not provided benefits to the poor people, who because the poor still often lack access to water connections.途上国の多くは、上下水道のインフラ整備に多額の投資をする行う必要がある。過去の不適切な価格政策によりの不備で、大量の水が無駄に使わされ、水道にアクセスできない貧しい人々困者に何の恩恵ももたらさなかった。


Water supplies are an essential element in many other factors for poverty reduction, poverty alleviation areas, such as nutrition, and disease prevention.給水は、栄養、疾病防止といった他の多くの貧困削減対策要因と同様、ともに必要貧困削減に不可欠な要素となっている。 


Next week’s Earth Summit in Johannesburg will consider ways to ensure the poor people have wider and continuous access to clean water.  The , and the World Bank is ready to support  any new alliances or programs that emerge at these meetings.来週、ヨハネスブルグで開催される地球サミットでは、貧しい人々困者が清潔な水に幅広く継続的にアクセスできるような方策が検討されることになっている。世界銀行は、この会議で浮上する新たな協調体制やプログラムに支援の手をさしのべる万全の用意が整っている。





UN Millennium Development Goals For 20152015年に向けたミレニアム開発目標





1. Eradicate extreme poverty and hunger極度の貧困と飢餓の撲滅


Halve the proportion of people with less than one dollar a day.1日1ドル未満で暮す人口の比率を半減する。


Halve the proportion of people who suffer from hunger.飢餓に苦しむ人口の比率を半減する。


2. Achieve universal primary education初等教育の完全普及


Ensure that boys and girls alike complete primary schooling.男女の差別なく同様に初等教育を完全に修了できるようにする。


3. Promote gender equality and empower womenジェンダーの平等、女性のエンパワーメントの達成


Eliminate gender disparity at all levels of education.あらゆる教育段階でジェンダー格差を排除する。


4. Reduce child mortality子供の死亡率削減


Reduce by two thirds the under-five mortality rate.5才以下の子供の死亡率を3分の2削減する。


5. 5. Improve maternal health妊産婦の健康の改善


Reduce by three quarters the maternal mortality ratio.妊産婦の死亡率を4分の3削減する。


6. 6. Combat HIV/AIDS, malaria and other diseasesエイズ、マラリアなどの疾病の蔓延防止


Reverse the spread of HIV/AIDSエイズの蔓延を阻止し、減少に転ずる。.


7. 7. Ensure environmental sustainability持続可能な環境作り


Integrate sustainable development into country各国の政策に持続可能な開発を組入れ、環境資源の破壊を阻止する。


Halve the proportion of people without access to potable water.飲料水へのアクセスのない人口比率を半減する。


Significantly improve the lives of at least 100 million slum dwellers.最低1億人のスラム居住者の生活を大幅に改善する。


8. Develop a global partnership for developmentグローバルな開発パートナーシップの構築


Raise official development assistance政府開発援助を増額する。.


Expand market access.市場へのアクセスを拡大する。


Encourage debt sustainability.債務管理を通じた国の持続可能性の強化。
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